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要         旨 

  

 本論文は、ある保育園の５歳児クラスに「子どもと哲学する時間」を設

定し、そこで、どのような対話がなされ、それによって子どもや保育士、

そして園にどのような変化がもたらされるのかについて、アクションリサ

ーチによって探ることを目的とするものである。分析にあたり、ボルノウ

の「教育的雰囲気」を基に、保育する者とそれを受け入れる者との間に通

いあう雰囲気を「保育的雰囲気」として捉え、保育実践を読み解く視座と

している点がユニークな点である。保育時間の中で意図的に設定された

「子どもと哲学する時間」の記録を、映像及び音声にて収集し、さらに保

育士への半構造化インタビューを行い、それらの記録を主な対象として分

析をおこなったものである。論文の中では、設定された対話の場を通して

子どもや保育士が変化、成長する過程が論じられ、何より対話の場が保育

士と子どもの日常的な信頼に満ちた保育的雰囲気に支えられていることが

明らかにされた。 

 2018 年 6 月 13 日の代議員会において、審査会の設置が認められ、第一

回審査会は、7 月 4 日に開催された。審査会では、論文において研究方法

が明確に記述されていないことが指摘され、アクションリサーチとしての

研究であることの意義を明確にした上で、分析が進められることが求めら

れた。構成の再検討の他、図表、トランスクリプトの提示などにおける問

題点が指摘され。修正には時間が必要であることを考慮し、二回目の審査

会を 10 月 24 日とした。第二回の審査会では、研究方法の記述は十分なも

のとなったことが認められたが、さらにトランスクリプトの分析に修正が

求められた。第三回の審査会は 12 月 5 日に開催され、修正点を含めての

確認がなされ、第四回の審査会が 1 月 23 日に開催され最終的な公開発表

前の確認がなされた。 

 公開発表会は、2月 14日に開催され、多くの参加者を得て、活発な質疑

がなされ、それらに対して適切な応答がなされたことから、博士（社会科

学）、Ph. D. in Child Studies にふさわしい論文であると評価された。 
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